
 

 

 

 

 

 

 

 

山口県森林・林業の概要                           

 

 

 





１．森林資源の現況
（１）　土地利用　（関連資料Ｐ２１）　

　　　　本県の林野面積は、４３８千ｈａで、総土地面積６１１千ｈａの７２％を占め、林野率は全国平均を

　　　上回っている。

区分 山口県 全国

林野面積 ４３８千ｈａ ２４，８０２千ｈａ

林野率 72% 67%

（資料）全国は２０１５年農林業センサス

（２）　経営形態別森林面積　（関連資料Ｐ２２）

　  　  経営形態別は民有林が９７％を占め、国有林は３％である。また、私有林は８４％を占める。
　　    

林野面積と林野率

76 67 60 52 48 48 48 46

439 436 436 441 438 438 438 438

95 107 116 118 124 125 125 127

610 610 611 611 611 611 611 611
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利用形態別土地面積の推移

その他の面積

林野面積

耕地面積

（千ｈａ）

（年度）

総森林面積

436,654ha

市町、財産区

55,814ha(13%)

県行造林、県有林

725ha(0%)

私有林

368,673ha(84%)

国有林 11,442ｈａ

(3%)

民有林

425,211ha(97%)

経営形態別森林面積
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（３）　民有林の樹種別面積と蓄積　（関連資料Ｐ２４）

　　　 樹種別面積構成は、針葉樹が４９％（スギ１５％、ヒノキ２０％、マツ類１３％）、広葉樹４７％、竹林

    等が３％であり、また天然林、人工林比較では、人工林が４２％である。

       樹種別蓄積構成は針葉樹８０％（ スギ４２％、ヒノキ２７％、マツ類１２％ ）、広葉樹２０％の割合

    である。

人工林

180,329ha

(42%)

スギ

65,581ha

(15%)

ヒノキ

86,991ha 

(20%)

マツ類

23,177ha

(5%)

広葉樹

4,580ha

(1%)

マツ類

33,165ha

(8%)

クヌギ

1,658ha

(0%)

その他広葉樹

193,170ha

(45%)

タケ

11,951ha

(3%)

その他無立木地

4,938ha (1%)

樹種別森林面積

面積

天然林

227,993ha

(54%)

425,211ha

人工林

90,992千m3

(74%)

スギ

51,379千m3

(42%)

ヒノキ

33,013千m3

(27%)

マツ類

6,261千m3

(5%)

広葉樹

339千m3

(0%)

マツ類

8,116千m3

(7%)

クヌギ

236千m3

(0%)

その他広葉樹

23,528千m3

(19%)

樹種別森林蓄積

122,871千m3

天然林
31,880千ｍ3

(26%)

蓄積
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（４）　森林面積と蓄積の推移　（関連資料Ｐ２４）

　　　ア　人天別森林面積及び蓄積

145,345 
172,019 180,990 188,955 186,982 182,084 180,329 

256,035 
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　　　イ　樹種別森林面積及び蓄積

62,243 64,586 65,314 66,817 65,795  65,616  65,581
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121,780 96,779 89,675 81,564 71,430 56,342

163,216 
156,863 165,421 169,680 174,710 184,471 199,408 

401,380 406,635 405,374 411,337 408,848 408,452 408,320 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

Ｓ５０ Ｓ６０ Ｈ７ Ｈ１７ Ｈ２７ Ｈ３０ R元

面積
広葉樹

マツ類

ヒノキ

スギ

（ｈａ）

（年度）

6,160 
15,102 

22,208 
28,657 

48,520 50,461 51,379 
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11,766 
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（５）　人工林（スギ・ヒノキ）の齢級構成　（関連資料Ｐ２８）

　　　　人工林（スギ・ヒノキ）の齢級構成は、主伐期を迎えた10齢級（46年生）以上の森林が全体

　　　の59％を占めている

齢級：　林齢を一定の幅にくくったもの。一般に５ヶ年をひとくくりにし、林齢１～５年生までを１齢級、６～10年生までを
　　　　 ２齢級…と称する。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15以上 計

スギ 0 12 30 100 212 430 933 1,381 1,983 4,518 7,895 13,187 11,906 4,125 4,668 51,379

ヒノキ 0 17 111 420 881 1,611 3,004 4,581 5,746 5,352 3,875 3,249 2,195 664 1,305 33,013

合計 0 29 141 520 1,093 2,041 3,938 5,962 7,730 9,870 11,770 16,436 14,101 4,789 5,973 84,392

0 29 141
520

1,093

2,041

3,938
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4,789
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スギ・ヒノキの齢級別蓄積

スギ

ヒノキ

(千m3)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15以上 計

スギ 152 129 175 376 612 1,012 1,800 2,369 3,068 6,248 10,180 16,067 13,913 4,629 4,855 65,583

ヒノキ 444 661 1,457 3,001 4,436 6,332 9,999 12,741 13,990 11,741 7,947 6,433 4,235 1,254 2,322 86,993

合計 596 790 1,631 3,377 5,049 7,344 11,798 15,110 17,058 17,988 18,127 22,500 18,147 5,883 7,177 152,576

596 790
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5,883
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（齢級）
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２．造林等
（１）　造林　（関連資料Ｐ４１）

　　　  造林面積は、昭和３６年度の９，２６３ｈａをピークに減少し、近年は横ばいで推移している。

　　造林樹種は､スギ・ヒノキがその主体を占めている。その他の樹種は､昭和５２年度までマツが主体

　　であったが、その後は広葉樹が主体となっている。

（２）　育成複層林の整備　（関連資料Ｐ５０，５１）

　　　　育成複層林の整備は、人工林型と天然林改良型により実施しており、平成２７年度頃までは

　　　天然林改良型がその多くを占めていたが、それ以降人工林型が主体となっている。
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（３）　間伐　（関連資料Ｐ５６）　

　　　　スギ・ヒノキの人工林の間伐面積は平成２３年度の６,８６７haをピークに減少傾向で

　　　推移している。

　 　 　令和元年度は約２，７５７ｈａの間伐を実施している。

477 746 1,227 825 656 515 450

6,391 3,193 2,530 2,838 2,176 2,170 2,307

6,867

3,939 3,757 3,663
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３．林産物生産

（１）　木材生産　（関連資料Ｐ５７，５８）

　　ア　素材生産

　　　　素材生産量は、昭和４３年の８４４千ｍ3をピークに大幅に減少し、近年はピーク時の３割程度

　　　で推移している。

　　　イ　素材供給

　　　　　素材供給量は、昭和４８年の２，２６６千ｍ3をピークに大幅に減少し、近年はピーク時の約１

　　　  割まで減少している。

　　　　　国産材、外材別では、平成２０年までは外材が７割近くを占めていたが、近年、外材輸入量

 　　　 の減少により、平成２５年からは国産材の割合が５割を超えている。
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（２）　森林バイオマス　（関連資料Ｐ６６）

（３）　特用林産　（関連資料Ｐ６８）

　　  ア　しいたけ

　　　　　しいたけ生産量は、生しいたけが平成５年の６９８ｔを、乾しいたけは昭和５６年の２６６ｔを

　　　　ピークに、大幅に減少している。

　　　　　生しいたけはピーク時の5割程度まで減少し、乾しいたけにおいてはピーク時の１割程度

　　　　まで減少している。

　　　　森林バイオマスのエネルギー利用は、発電利用は増加・横ばい傾向であるが、熱利用は大
　　　幅に減少している。
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　　  イ　竹林等
 　　　　　竹林面積は、近年、１２，０００ha程度で推移している。
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４．森林組合

（１）　森林組合の概況　（関連資料Ｐ７４，７８）

　　　　払込済出資金は、ここ数年横ばいで推移している。

年　　度
区　　分

57 53 39 9 9 8 7
55,757 56,695 55,529 52,134 50,493 50,255 50,050
304,362 309,398 305,228 306,105 297,240 295,079 287,758
216 585 962 1,412 1,402 1,398 1,393

（２）　木材取扱量　（関連資料Ｐ７６，７９）

　　　　木材取扱量は、平成２９年度に一旦持ち直したものの、再び減少傾向にある。
　　　　

組合員森林所有面積（ｈａ）

払込済出資金（百万円）

Ｓ６０ Ｈ７

森林組合数

Ｈ２９ R元Ｈ３０

森林組合員数（人）

Ｓ５０ H１７

7,422
15,691 15,733

6,477 6,742
13,025 9,429 10,844

51,276

66,262 68,743

46,976
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（３）　森林造成事業　（関連資料Ｐ７６,７９）

　　　　保育の事業量は、逓減傾向にある。

（４）　森林組合作業班　（関連資料Ｐ７７）

　　　　作業班員数は、年々減少している。
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５．森林被害

（１）　松くい虫被害　（関連資料P８４）

（２）　松くい虫防除事業の推移　（関連資料Ｐ８５）
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0
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10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

0

2,000

4,000

6,000
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10,000

12,000

14,000

16,000
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20,000

Ｓ５０ Ｓ５４ Ｓ６０ Ｈ７ Ｈ１７ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元

地上散布面積及び駆除材積

地上散布面積（ha）

駆除材積(㎥)

（ha）

（年度）

（㎥）
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６．林業普及

（１）　林業士及び林業作業士の認定状況　（関連資料Ｐ８９） （人）
指　 導 青　 年
林業士 林業士

認定者数 77 3 72 36

作業士の認定者数は事業体支援班資料による。

（２）　主要林業機械の保有状況　（関連資料Ｐ９０）
年　　度

機械種別

- - 2
- - 1
- - -
- - -
649 520 437
181 359 479
5,431 12,324 12,029
5,448 8,732 11,783

７．林道等
　　令和元年度は、６路線（延長２．４ｋｍ）を開設等実施し、総延長は１，５８４ｋｍとなった。
　　また、作業道（路）については、１０４ｋｍが開設された。
（１）　林道　（関連資料Ｐ９１）

（２）　森林作業道　（関連資料Ｐ５４）

間　　　伐
造　　　林

6,489

1

-

14

227

Ｈ２７

Ｓ５０

-

-

-

-

ﾌｫﾚｽﾄ
ﾘｰﾀﾞｰ

ﾌｫﾚｽﾄ
ﾜｰｶｰ

102,013

136,374

118,096

6,157

Ｈ３０

123
164

11
23

4,432

42
17

1,308

-

11

5,905

10
18

6,401
5,788
223
189

21

5,493

33
16

合　計
林業構造
改　　　善

（単位：ｍ）

特用林産

5,397

102,013

136,374

118,096

23,458

123,821

102,013

ﾌｫﾚｽﾄ
ﾏﾈｰ

15

177

27

-

-

Ｈ３０

1,373

-

計

373

Ｈ１７

123,821

104,438

-

Ｈ２９

176
264

11

Ｈ２７

23
14

Ｈ２８

10

Ｈ２９

Ｈ２８

282
292

20,777

区　　分

集 材 機

185

フ ォ ワ ー ダ
スイングヤーダ

7
6

Ｓ５０ Ｓ６０ Ｈ７

運 材 機

プ ロ セ ッ サ
ハ ー ベ ス タ

チ ェ ー ン ソ ー
刈 払 機

R元

11
26
40
18
106

Ｒ元

147
4,108
3,082

主要事業別森林作業道開設の推移

13,074
10,534

917 

1,181 

1,422 
1,535 1,583 1,588 1,582 1,584 

2.19

2.8

3.36
3.59 3.72 3.73 3.72 3.72

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

0

300

600

900

1,200

1,500

Ｓ５０ Ｓ６０ Ｈ７ Ｈ１７ Ｈ２７ Ｈ２９ H３０ R元

林道開設の推移延長…
密度

（ｋｍ） （ｍ／ｈａ）

（年度）

23.5

123.8

102.0

136.4

118.1
104.4
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20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

Ｓ５０ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元

森林作業道開設の推移（ｋｍ）

（年度）
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Ｓ５０ Ｓ６０ Ｈ７ Ｈ１７ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ H３０ R元

（ ）
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９．保安林　（関連資料Ｐ１１０） 

     地域森林計画に基づき、計画的な整備に努めている。令和元年度末の保安林面積は、総森林

  面積の２６％である。

民有林

105,599ha(24%)

国有林

9,308ha(2%)

民有林

319,612ha(73%)

国有林

2,139ha(1%)

保安林の割合

総森林面積

４３６，６５８ｈａ
保安林以外の森林
321,750ha(74%)

保安林
114,907ha(26%)

水源かん養

73,971ha(65%)

土砂流出防備

36,358ha(31%)

保健

1,423ha(1%)

魚つき

1,530ha(1%)

その他

1,625ha(2%)

保安林の種類別割合

面 積

１１４，９０７ｈａ
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